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｢流行期のインフルエンザ治療－実地医家の役割と診療の工夫｣ 
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私は、東京から東名高速で８６ｋｍ、車で約１時間ほどの距離にある静岡県御殿場市

で開業している安田内科小児科医院の院長の安田敏男です。今日は、私たち開業医がイ

ンフルエンザの患者さんをどのようにして診察しているかをお話ししたいと思います。 

 

待合室での感染予防 

 御殿場市は、隣町の小山町とあわせて約１０万人の診療圏にあります。私は、昨年の

１１月１２日から今年の６月２０日までの間１７１０名のインフルエンザの患者を今

シーズン診察致しました。この患者数

は、2009Ｈ1Ｎ1 の時の患者数より多く、

この２年間の特徴として６月になって

もインフレンザの患者さんを診察しま

した。最近の６年間で１週間当たりの

新患のインフルエンザ患者数は、最高

で２７８名。今シーズンは２２３名で

した。このように流行期は１週間当た

り新患と再診のインフルエンザの患者

さんだけで５００名近くを診察するこ

とになります。 

 多数のインフルエンザの患者さんが待合室に集まるわけですから、感染リスクの高い

待合室での感染予防が最も重要と考えています。患者さんもスタッフも、手洗いの励行、

マスク着用はもちろん重要ですが、一番大事なのは、飛沫感染を防ぐための待合室の椅

子の横並びの設置です。 



多くの待合室で見られる縦方向の椅

子の設置では、後ろに座っている人か

ら前の席に座っている人への飛沫感染

につながります。実際学校では、後ろ

の席の人への感染は殆どなく、前列方

向への感染を多く認めます。また患者

さんからの要望が多い、空気清浄器や 

空気清浄除菌 脱臭装置を当院では待

合室に設置しています。 

 

ソフト面の工夫 

次に多くの患者さんに対する受付の工夫として 

① として高熱の患者さんを優先的に診察する事です。 

院内に高熱や具合の悪い方は、お申し出くださいの張り紙だけではなく、受付の事務

員が、受付の事務員が、患者さんの発熱の有無や家族のインフルエンザ患者の有無、学

校でのインフレンザ流行期には、どこの学校に通学しているかを聞く事が大事です。高熱

で呼吸感染を疑う患者さんがいれば受付事務員が、速やかに看護婦さんや診察室の事務員

に連絡するようにしています。  
工夫の②として診察の待ち時間にインフルエンザの迅速検査を行う事です。 

もし医師の診察までに待ち時間がある場合は、看護婦さんがインフルエンザの検査の

説明と検査の了解を求めてから医師の了解の上で診察前に検査を行います。患者さんの

待ち時間を利用することで患者さんの待合室での滞在時間を短くする事ができ、また他

の患者さんとの接触を防ぐ事にもなります。その検査終了後診察室での診察になります。 

受付の工夫③として発熱患者さんに、自宅での体温の変化を自分で測定し記入しても

らい、その温度表を再診時受付に出してもらう事です。 

 この体温グラフをみる事により、受

付でインフルエンザの再診である事が

速やかに分かります。また解熱して症

状が軽快した患者さんには、会社や学

校に提出する出席許可証を準備します。

万が一 解熱せず、症状が改善してい

ない患者さんの時は、最優先で診察す

る様に診察室に連絡します。 

こうした受付の工夫で 待ち時間を

有効活用し、検査や再診の時間を短縮

する事ができ、診察にゆとりがもてる様になります。 



当院ではインフルエンザ流行期の勤務時間の工夫として通常より早い朝８時からの

診療を開始したり、臨時に診療時間を長くしたりして患者さんの動向に合わせて臨機応

変に対応する事が大事だと考えています。こういった対応とるためにもスタッフの協力

が必要です。当院では夏の患者さんの少ない時期に事務員看護婦さんに２週間のまとま

った夏季休暇をとってもらい、インフルエンザ流行期に備えるようにしています。 

 

情報提供の工夫 

患者さんへのインフルエンザについての情報提供の工夫として 

①として自院のＨＰで今年のインフルエンザの流行やインフルエンザワクチンの必

要性についてお知らせする事です。特に、日本の夏の時期は南半球は冬なので夏の時期 

は南半球は冬なので南半球の今年の流行状況などをお知らせしたり、厚生労働省のサイ

トから現在のインフルエンザの流行状況などをお知らせしています。 

 ②として当院では待合室に多数のモ

ニターを設置してあり、ｐｏｗｅｒ 

ｐｏｉｎｔを使い動画で患者さんに、

待ち時間の間に情報を提供しています。

紙面でもいいと思いますが、動くもの

の方が、患者さんは関心を示してくれ

るし、理解度もあがります。 

これらを使ってインフルエンザの病

気の説明や検査のやり方、感冒との違

いや、その日の市内の流行状況をお知

らせしています。 

御殿場市では、幼稚園・保育園・小学校・中学校 の当日のインフルエンザによる欠

席状況を当日の午後１時までにＦａｘで知らせてくれるシステムがあります。この連絡

により学校や幼稚園の流行状況を正確に把握でき、その日の診療に役立てるだけでなく、

待合室に各幼稚園・学校ごとの欠席状況を毎日掲示し、患者さんやその家族に正確な情

報提供を行っています。 

こうしたことを行う事により 患者さんの待ち時間をインフルエンザの情報提供の

時間とするのがコツと考えます。 

 

迅速検査を行った患者さんへの説明 

患者さんのニーズは、インフルエンザの治療においても 病気に対して十分な説明を

受け、しっかりとした治療を納得して受けられる事だと思います。当院では、インフル

エンザの迅速検査を行った患者さん全員に、Ｂ４の用紙を配布し説明を行っています。 

（このＰＤＦのおしまいに掲出） 



この用紙には、インフレンザの迅速検査のやり方、その診断の感度は１００％ではな

い事、検査の偽陽性の説明を行います。検査陰性の患者さんには、発熱後２４時間以内

に検査をして陰性であっても、症状が改善しないならもう一度検査を受ける事を必ず説

明します。インフルエンザが確定した人には、症状の経過についてと家族等への感染予

防についての説明が記載してあります。 

患者さんにＡ型かＢ型の説明を行い、説明用紙に記載も行います。インフルエンザの

治療には、内服薬・吸入薬・点滴薬がある事とその特徴について説明し、患者さんと相

談し治療薬を選択します。最後に次回外来受診時に自宅で記載した体温表を受付に出し

てくれれば優先的に診察する事を伝える事も大事です。 

 

インフルエンザの治療薬 

インフルエンザの治療薬には①として服用方法の患者さんの理解は容易で、幼児から

高齢者まで使える経口薬。②として局所薬なので、的確に分布すれば少ない副作用で効

果が得られる吸入薬③として基本的に１５分で投薬が終了し、解熱時間が一番早い点滴

薬―の三つがありますが、私は、乳児・幼児には、経口薬のドライシロップを、４歳以

上からは、解熱時間の一番早い点滴薬をお勧めしています。１０歳未満の患者さんは、

吸入がうまくできない事が多く、吸入の仕方を説明するより点滴をするためベットに横

になるほうが、高熱の患者さんには楽

な印象です。点滴を行う１５分間で会

計と処方箋の用意をする事ができ、点

滴終了後速やかに帰宅することができ

ます。点滴薬は、とにかく解熱時間が

はやく、平均して小児で約２０時間 

成人で１日半くらいで平熱に戻ります。

患者さんの治療に期待する事は、症状

が早く消失し副作用が無いことです。

この要望に一番こたえられるインフル

エンザの治療薬は、点滴薬と考えます。 

 

 

 
 
 
 
 
 



 
 
 



 
 


